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I　調査概況

本報告は 2018年 8月に，中国河北省秦皇島市および唐山市の農村でおこなった聞き取り

調査の記録である。筆者による河北省唐山市周辺における調査は 5度目であり，これまでの

調査報告は既に発表済みである［1］。昨年の調査に続き，本年も様々な事情により，調査件数

としては限られた調査となった。具体的に言えば，本年度は 3カ村，4名から聞き取りをお

こなった。また，中国側の協力先についても，昨年度の報告から引き続き，本年度の調査報

告には明記しない。

しかし今回は，少ないながらも年齢・階層ともに様々な対象から聞き取りを行うことがで

きた。また 2の昌黎県 X村は村内のほとんどの農家が花の栽培を行っており，このような

特徴的な村落においても聞き取りを行う事ができた。

今回調査を行った河北省唐山市および秦皇島市は，河北省の中で「冀東」と呼ばれる地域

であり，河北省の中でも東北に近く，古くから多くの農民が旧満洲を始めとする各地に出稼

ぎに行くなどの特色があった。また今回調査を行った秦皇島市昌黎県は，県内に『中国農村

慣行調査』の対象村があることでも知られ，旧来の村落の状況もある程度明らかであると言

える［2］。

本報告ではプライバシー保護のため，人名・地名はアルファベット表記としてある。地名

は県までは実名を表記し，村名をアルファベットにしてある。例えば「十里店村」であれば

「S村」，人名は例えば「毛沢東」なら「MZD」と表記する。また文中に登場する「解放」

という用語は，当地が中国共産党の統治下に入ったことを意味する，共産党によるバイアス

がかかった言葉であり，本来は使用に注意が必要である。とは言え，農民はごく自然に「解

放」という表現を使用しており，聞き取りの内容をできる限り性格に記すため，本報告では

「」（鍵括弧）を付けて使用することとした。
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II　聞き取り内容

1　河北省秦皇島市昌黎県D村

（1）　ZSS

2018年 8月 3日　午前

インフォーマント年齢：72歳　亥年

エゴについて

・本村生まれ。学校へは 12年通った。

・1966年に高級中学校を卒業した。その後，文化大革命（以下文革）が始まった。

・文革後，高級中学校の同学たちは皆，大学へ進学したが，エゴはすでに幹部になってい

たために進学しなかった。

・通っていた初級中学校は F村（本村とは別の人民公社に属すが，同じ工委（後述）が

管轄している村）の初級中学校。F村は本村から 7～8里ほど離れている。本村から初

級中学校に通うものは皆ここに通った。工委 1つにつき初級中学校が 1校あった。

・通っていた高級中学校は県城にある学校。現在の昌黎一中だが，当時は二中だった。

・高級中学校卒業後，しばらくは学校で文革関係の活動を行っていた（大字報を書くな

ど）。その後，1968年 4月から同年秋まで人民公社の工作隊で仕事をした。具体的には

村の文革の指揮を行い，労働はしなかった。

・その後，1968年 11月から 1973年まで 5年間，村で民辦教師をやっていた。教え子の

なかには唐山市教育局の幹部になったものもいた。

・教師の後，生産大隊書記となった。

・人民公社が解体した後，1984年から 2007年までは県財政局で働いた。

村の農業集団化

・互助組が組織されたのは 1953～1954年。1955～1956年には初級農業生産合作社となり，

1958年には高級農業生産合作社が組織された。

※この点については，組織された時期など混乱が見られた。

・初級合作社は 1つの自然村から成り，高級合作社は複数の村落から組織された。

・（複数の村で組織されたことで，村同士の不仲（矛盾）などの問題はなかったか，との

問いかけに対して）不仲や問題というのは常にあるものである。毛主席も「矛盾論」で

説いているだろう。



学習院大学国際センター研究年報　第 5号

102

・そのような不仲や問題は幹部が解決する。幹部の権力が強いため，そのようなことがで

きた。幹部の権力の強さは「九千歳」と呼ばれるほどだった。

人民公社について

・人民公社を管理する組織として，県全体で 7つの「工委（工作委員会）」があり，それ

らが 39の人民公社を管轄していた。当時，昌黎県全体で 40万人の人口が，これらの公

社に属していた。

・工委は 2～3鎮に 1つの割合で設置された。エゴは当時，工委の幹部だった。

・工委は県委員会・県政府から人などが派遣されてくる（下派）組織。

・工委の幹部には書記，副書記，武装部長，婦聯書記などがいる。

・工委は地理的に分けて組織する。その際，村同士の関係などは考慮しない。

・毎年 1度，生産大隊，工委，公社書記が参加する三級幹部会が県城で開かれていた。

・工委とは「上伝下達」の組織であり，人民公社のような政府組織ではない。

・人民公社は 1982年に解体された。

村の歴史

・もともと，村の名前は K村（Kは人の姓）という名前だった。これは山西省から Kと

いう姓の人が来て村を拓いたため。明の万暦年間に Dという姓の金持ちが村から出た

ため，D村という名前になった。

村の水利と作物

・近くの湖から水路を掘った。村の水利の状況は良い（水路を整備した時期については言

及はなかったが，前後関係から，農業集団化時期，特に人民公社時期のことだと思われ

る）。

・1973年時点で 1300ムーの水田と 1000ムーの小麦畑があった。水田は今でもあるが，

300ムー程度。これは現在，他村（L鎮）の人が請け負っている。ドローンで農薬を撒

くなど，あまり人力が必要でない方法を採っている。本村の米は味が良い。

※後ほど改めて確認したところ，これは複数ではなく 1軒の農家が 300ムーの土地全て

を請け負っている，とのことである。規模から考えて，人を雇ったり，孫請けに出した

りしている可能性が考えられる。

・「解放」前は大米はなく，粳子（陸稲のことか）を作っていた。大米を作り始めたのは

1967～1968年頃。水利が整備されてからである。
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・人民公社解体後は，個人で水利管理をおこなうことが難しいため，陸稲を植えるように

なった。

・「解放」の時の主要な作物は高粱（様々な品種があった），トウモロコシ（これも毎年品

種を変えた），大豆，粟，稗など。稗は味が良かったが，生産量は多くなかった。

村の副業について

・生産隊の副業として，建築資材に使う砂の販売があった。この副業は生産隊が組織され

る前にはなかった。

・砂は川の砂や，3里離れた山の砂，砂地の砂などを採る。生産隊の馬車を使って売る。

馬車 1台分が 3元 4角で売れた。

・この頃にも個人の副業は無かった。

2　河北省秦皇島市昌黎県X村

（1）　MFR

2018年 8月 3日　午後

インフォーマント年齢：1958年生まれ

※ 当初は（2）MFHから話を聞く予定だったが，準備ができるまでMFRからも聞 

き取りをおこなうことができた。

村落概況

・村は現在山の中腹にあるが，もともとはもっと上，歩いて 20分ほどのところにあった。

1980年代の人民公社解体後に村全体で引っ越してきた。

・村名の「X」とは植物の名前だが，これはもともと村人が皆，この実を売って生計を立

てていたため。1990年代までは「X」のほか，梨やリンゴなどもあったが，現在は無い。

村の産業

・上述の果実に代わって，現在の村では花を育てている。村内のほとんどが花農家である。

花は「経済力」があるため。

・エゴは村の中で最も早く花の栽培を始めた一群に属し，1988年から栽培している。当

時は 10戸余りが花の栽培をしていた。これら，エゴも含めた 10戸余りはもともと関係

が良い友人同士である。

・「経済力」について。花の栽培を始めた頃，1日の出稼ぎの収入は 5元だったが，花を
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売ると 100元稼ぐことができた。これはつまり，花の栽培は自由な上，金も儲かるとい

うことである。そのため花の栽培を始めた。

・エゴ自身は 1982～1988年，県内の工場などで出稼ぎをしていた。現在では家で花を作

る人が多いので，出稼ぎに行く家は多くない。

・花は北京，天津や石家荘のほか，瀋陽や長春，ハルビンや内蒙古などへも売りに行った。

・遠くは上海や新疆，浙江省などの問屋も買い付けにくる。

・植付をする花の種類は自分で決める。エゴは現在 10種類ほど植えている。種は使用せ

ず，接ぎ木や，挿し木によって増やす。

・市場の競争が激しいため，今年の売り上げは特に悪い。

・現在ではネット通販を利用して花を売っている村民もいる。

・昌黎県の特徴として，花卉・果実・米の栽培や，魚の養殖が集中しているという点があ

る。1990年代以降，このような構図になった。

・水田は 1990年代より前にも多かった。むしろ現在，水不足により水田は減っている。

地下水位も下がり，雨も少ないため。

村内・村外との関係

・もともと，村中，皆が知り合い同士だった。しかし現在では外来戸も多く，知らない人

が多い。

・外来戸は娘の結婚に付いてきた人や，北京・青島などから別荘のような形で来る人もい

る。「よそ者」に対して特に排外的ということはない。

・外来戸が別荘のように家を買う場合，相場は庭付き 3部屋の家屋で 40万元ほど。

・生産隊同士の関係は良い。植える花の種類など，隊ごとに特色がある。

・現在，村には 11の生産隊があり，4500人の人がいる。

（2）　MFH

2018年 8月 3日　午後

インフォーマント年齢：66歳　巳年

エゴについて

・生まれてからずっと村で生活をしている。

・学校には，1966年に文革が始まるまで，高級小学校まで 6年間通った。これは村の小

学校である。
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・小学校に通うまでは「郷紳」であった祖父が家で勉強を教えてくれた。エゴの家系は秀

才を出したこともある。昔は家に雍正御筆の扁額が 3つあった。盗まれてしまい，現在

は無い。

村の農業

・1960年代の村の作物は，サツマイモ，トウモロコシが中心。四清運動の頃から小麦を

作り始め，文革の頃から米も作るようになった。しかし村は土地も少なく，生産量も少

なかった。

・果実も多くなかった。それは果実が経済作物であり，資本主義的なものであったため。

・改革開放から 4～5年経って，生産状況が良くなってきた。それは，計画経済の頃とは

異なり，周りでよさそうな作物を植えている人を見ると真似して植えることができるよ

うになったため。

村の副業

・小学校を卒業した 1966年以降，まずエゴは農業をした。その後生産隊の会計となり，

水務所で副業工として働いたり，レンガ工場で会計をしたりしていた。

・水務所とレンガ工場はどちらも，県城近くの C鎮にあったが，これらは本村の土地を

使っていたため，本村から働きに行く人が多かった。

・これらの副業に参加する利点として，労働点数のほかに現金で手当てがもらえるという

点がある。そのため皆が参加したがったが，生産隊の隊長が許可をするため，隊長との

関係が良ければ参加できて，関係が悪ければ参加できなかった。

・隊長は貧農であった。

・エゴは会計の仕事をしていたため，「隊長の弱み」を握っており，そのため副業に参加

することができた。

・会計の仕事をするには能力が必要だが，地主・富農は階級の関係で会計になることがで

きない。そのため（中農であり，教育も受けている）エゴは会計の仕事をすることがで

きた。

・生産大隊の副業としては石の販売があった。石は生産大隊のものである。

村の学校・教育

・文革時期には貧農が学校を管理していたため，エゴは中学校に行く事ができなかった。

貧農が入学を認めてくれなかったため。
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・エゴの階級成分は中農である。

・当時小学校 1クラス 16～17人のうち，1～2人しか中学校に通う事ができなかった。

・中学校へ行くことができたのは，基本的に貧農・雇農であった。

村の階級

・本村には地主・富農は少なかった。5～6戸程度。階級成分の基準は搾取量などから判

断するものであり，土地の所有量などはあまり関係ない。

・地主や富農は多くが子どもが 1人しかおらず，土地の相続量が多いために地主とされた。

・四清運動の頃に，一部の地主の階級成分が「緊張緩和」のために富農に修正された。こ

れは単に成分が変わっただけで，没収された財産が返されるようなことはなかったが，

それでも当時においては重要なことであった。

村の四清運動

・四清運動では，村に工作隊がやって来た。工作隊は周囲の村の成分が良い人たちで，幹

部ではない。工作隊の人たちは訓練を受けていた。工作隊になると，糧票をもらうこと

ができた。

・工作隊は 1963年後半から 1965年まで村にいた。これは同じ人がずっといる訳ではなく，

間で人は入れ替わっている。これは文革の時の工作隊も同様である。

・工作隊は村の貧農の家で生活をする。彼等は食事の後に村で四清運動の宣伝をおこなっ

ていた。農業はほとんどしていない。人が入れ替わるため，農業をしてもすぐにいなく

なってしまう。

・四清運動では生産隊の隊長や会計などが，仮に汚職をしていなかったとしても，汚職を

したことを認めさせられていた。

婚姻

・エゴは 1979年，26歳の時に結婚をした。妻は県内のほかの郷（M郷）の人。本村には

M郷の人は 7～8人いる。M郷はほかの鎮であり，別の人民公社に属していた。

・結婚はレンガ工場の同僚が紹介してくれた。彼の岳母がM郷の人だった。

・村の人の結婚相手は，県内・県外のどちらもいる。結局のところ「関係」次第である。
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3　河北省唐山市豊潤区Y村

（1）　XGZ

2018年 8月 4日　午前

インフォーマント年齢：88歳　未年

エゴについて

・エゴは豊南県 D村の出身。本村の男性と結婚して本村に来た。それ以降はずっと本村

にいる。本村にはほかの D村出身者はいない。

・エゴは 1949年 8月，19歳で結婚し，5人の息子を生んだ。結婚したのは本村「解放」

の直後（「解放」は 1949年 7月）だった。

・子どもが多く生活は大変だったが，1970年代には食べるものが足り，生活は良くなっ

た。今は更に良い。

・人生のなかで一番良い時期は現在。悪い時期は食堂で食事をしていた「三年困難時期」。

・夫の名前は JDQ。12年前に死去。エゴより 3歳年上だった。

・夫には 1人の姉と 4人の兄がいた。兄たちは皆，村にいた。

・JDQとの結婚は唐山市の人が紹介してくれた。当時エゴの父が市内で自転車を売る商

売をしており，エゴも市内に住んでいた。

・結婚後，実家に帰る回数は 1年に 1回もないくらい。普通はあまり帰らない。

・エゴの実家は当時 100ムーの土地があり，3人の長工を雇っており，階級成分は富農だ

った。成分が高かったため，貧下中農を探して結婚した。夫は 2ムーの土地しかなく，

貧農だった。貧しかったが「心情好」だった。

・夫の 2ムーの土地は，土地改革後の土地量。土地の量が少ないのは，本村が「人多地

少」だったため。本村にどれだけ地主・富農がいたのかは分からない（土地改革の時は

まだ村に来ていなかったため）。

村落概況

・現在の村の人口は約 2800人，700戸。1970年代には 2000人ほどの人口だった。

農業集団化

・1950年代，互助組が組織された。互助組は数戸で数ムーの土地で農業をする組織であ

る。

※互助組が組織された時期は「1950年」と言ったり，「1952～1953年」と言ったり，説
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明が一定しない。

・1960年代には生産隊が組織された。これは互助組よりも多い人数で，90ムーの土地で

農業をする。

※これも，「互助組の後，4～5年して生産隊ができた」とも言っており，説明が一定し

ない。

・人民公社は「土地合作社」とも呼ばれた。

・互助組は階級ごとに分けた訳ではなく，同じ組に富農・中農・貧下中農がいた。富農と

同じ組になっても悪い感情はなく，むしろ嬉しかった。

・互助組は向いの家や隣近所など，10戸くらいで組織した。

・生産（小）隊は村全体で 12隊あった。隣村である T村は 2隊で人口 400人ほど。

・そのため本村は人民公社の中で比較的規模が大きく力が強かった。とは言え本村から公

社幹部を出すということはなく，幹部は皆，上から派遣されてきた人たちだった。

・また，人民公社の時，社内のほかの生産大隊（村）と対立や不仲などはなかった。

・大躍進運動の頃には村に食堂があったが，食堂の食事は不味かった。「炖大白菜」もあ

ったが，これは美味しかった。

・食堂ではトウモロコシの茎の料理やサツマイモの茎の料理なども出たが，これは不味か

った。大躍進運動の頃，村ではたくさんの人が死んだ。餓死ではなく，空腹の状態で急

にものを食べようとしたために死んでしまった。

村の農業・副業

・エゴが村に来た当時，村では小麦・トウモロコシ，大豆，落花生などを植えていた。そ

れぞれを代わる代わる植えていた。

・農業集団化時期も作物は特に変わりがない。

・農業集団化時期には村に蓆を編む副業があった。材料の葦は豊南の葦であり，直接豊南

の村に行って買ってきた。

・副業は副業隊の人がやる。作った蓆は，鎮にある市場で売った。この市場ではなんでも

買うことができた。

・副業隊で作った蓆は，本来は供銷合作社に売らなければならなかったが，それだと価格

が安いため，市場で売った。市場で売ることは許されており，これは人民公社時期にな

っても同じだった。稼いだ金は生産隊の収入となる。

・副業隊は，男女問わず能力がある人が入ることができた。

・副業をやると労働点数をもらうことができた。良い労働なら 10分もらうことができ，
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これは現金としては 2角に相当した。

・副業隊の労働点数は農業と同じだが，副業隊の方が作業は楽だった。そのため副業隊に

入りたがる人は多いが，それぞれの人の技術の有無は他人も知っているので，それが参

加の可否の判断基準になった。

・人民公社解体後は，蓆を編む人は少なくなった。それは生活が良くなり，このようなこ

とをする必要がなくなったためである。

・今は副業はないが，出稼ぎに行く人はいる。行先は近くの製鋼所。近いため村に住んで，

工場へ出勤する。

村の廟・祠堂

・村にはもともと廟があったが，文革の時に壊した。

・村にあった廟は二棟からなる娘娘廟で，この敷地は現在小学校になっている。この娘娘

廟は媽祖廟ではなく観音廟のことである。

・毎年 4月 22日に廟会が開かれた。これは大躍進運動の頃も，まだやっていた。しかし

1960年代には生活が苦しくなり，廟会もなくなった。

・廟会には物売りなどが来たが，劇などはやらなかった。また廟で線香をあげた。エゴは

廟会で小吃を食べるのが好きだった。

・廟会に来る人は同じ鎮の人が多かったが，外の人も多く来た。

・村は Y姓（村名に同じ）が多く，W姓も多い。J姓も少なくなく，Z姓もいる。しかし

どの姓も祠堂はなく，祖先祭祀なども特にしていない。

おわりに―考察に代えて―

調査概要でも触れた通り，本年度は調査地域が限られており，また聞き取り対象の人数も

少ないものであった。しかし，秦皇島市昌黎県の特徴的な村落や，これまでも調査を行って

いる唐山市豊潤区で調査を行う事ができたことには意義があるだろう。特に X村の花卉栽

培は歴史的経緯，現在の村落社会や村の経済状況など様々な面から見て興味深いものであり，

今後も引き続き調査・研究を進めたい。

他方，筆者は現在，中華人民共和国時期の「人の移動」について研究を進めているが，こ

の点について出稼ぎや婚姻など複数の観点から聞き取りを試みたものの，有意な傾向などを

聞き取ることはできなかった。こちらについても，視点を変えながら，引き続き注意してい

きたい。
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このほか，今回の聞き取りで気が付いたことにいくつか触れておきたい。まず一つは，聞

き取りおよび記憶に頼ることの難しさである。今回の聞き取りでも，何人かのインフォーマ

ントの記憶において，農業集団化の時期などについて，記憶の混乱が見られた。このような

混乱は今回に限ったことではなく，今までの聞き取りでも同様の混乱が見られている。これ

はある意味では，農業集団化に対する意識を表すものと言えるかもしれないが，やはりデー

タの利用には注意が必要である。

これ以外にも，不確かな記憶による事実誤認なのか，事実なのか判断が難しいところがあ

る。その一つは豊潤区 Y村の聞き取りで出てきた，副業で作られた蓆の販路である。ここ

では本来供銷社に売らねばならなかったが，自由市場で売ったという説明がされているが，

これがどれだけ可能なことであったのかは，慎重な判断が必要であろう。

次に，昌黎県 D村での聞き取りで出てきた「工委」という組織について。これは諸文献

や他地域での聞き取りでは出てこなかった組織名であり，引き続き注意したい。これらも含

めて，今後，様々な状況が好転することを祈りつつ，次年度以降も更なる聞き取り調査を行

い，新たな知見を得ることを目指したい。

注
［ 1］　拙稿「華北農村調査の記録―2014年 9月，2015年 8月河北省農村」『学習院大学国際研究教育

機構研究年報』第 2号，2016年，180～197頁，拙稿「華北農村調査の記録―2016年 8月河北
省・山東省農村」『学習院大学国際研究教育機構研究年報』第 3号，2017年，233～251頁および
拙稿「華北農村調査の記録―2017年 8月河北省農村」『学習院大学国際研究教育機構研究年報』
第 4号，2018年，205～213頁参照。

［ 2］　中国農村慣行調査刊行会編『中国農村慣行調査』第 5巻，岩波書店，1957年参照。

（こうの　ただし　　東京大学社会科学研究所助教）


